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論文内容の要旨 

身体活動レベルが高いと様々な生活習慣病のリスクが低下することが近年注目されている

が、それではどうすれば多忙な労働者の余暇の身体活動習慣を形成できるのかはよくわかって

いない。一方、若い時期における運動経験が成人後・就労後の運動習慣形成を促進させる可能

性がある。そこで、本研究では過去の若い時期の余暇の身体活動経験が労働者の現在の余暇の

身体活動習慣形成に及ぼす影響について調査するために職域における横断研究を実施した。 

本研究の対象者は 2012 年に東海地方の 3 企業・6 病院に勤務していた 1,489 名のうち、質問

紙に回答し提出した 968 名（男性 333 名、女性 635 名）である。平均年齢は男性 40 歳、女性

37 歳であった。まず、自記式質問紙を用いて 12，20 歳時の運動経験（運動強度および頻度）、

小学校および中学校、高校・高専、短大・大学時代の運動部所属経験の情報を収集した（独立

変数）。また、労働者の現在の余暇の身体活動習慣の定義は、国民健康・栄養調査（厚生労働

省）と同様に、「1 回 30 分以上の運動を週 2 日以上実施し、1 年以上継続している」こととし、

多重ロジスティック回帰分析の従属変数として用いた。その際、調整変数として年齢、教育歴

を用いた。すべての解析は男女別に行った。 

12 歳時に激しい運動をしていた男性はしていなかった男性に比べて現在の余暇の身体活動

習慣を約２倍形成しやすい関連を認めた［調整オッズ比（95％信頼区間）= 2.29（1.02, 5.14）］。

女性では 1.4 倍であったが統計学的には有意ではなかった［調整オッズ比（95％信頼区間）= 

1.40（0.69, 2.81）］。ほかにも、女性における高校（高専）時代［調整オッズ比（95％信頼

区間）= 3.21（1.54, 6.68）］および短大・大学時代の運動部所属経験［調整オッズ比（95％

信頼区間）= 2.48（1.10, 5.61）］、20 歳時に中程度の運動や激しい運動をしていたこと（男

女とも）が労働者の現在の余暇の身体活動習慣形成に有意に関連していた。 

労働者の余暇の身体活動習慣を形成するには、若い時期の余暇の身体活動経験が重要である

可能性が示唆された。 

 


